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明
治
十
年
代
の
一
商
買
に
つ

い
て

山

口

手口

雄

徳
川
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
商
業
の
発
達
著
し
く
各
地
に
各
種
の
商
賀
が
で
き
た
こ
と
は
す
で
に
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
の
実
体
に
つ
い
て
は
必
ら
ず
し
も
明
ら
か
と
は
い
え
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
第
二
統
計
年
鑑
に
は
明
治
十
二
!
十
四
年
の
溜
買
に
つ
い
て

- 89-

の
統
計
が
記
載
さ
れ
、
こ
れ
が
お
そ
ら
く
わ
が
国
最
初
の
全
国
的
な
商
買
に
関
す
る
統
計
調
査
と
忠
わ
れ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
単
に
卸

売
・
仲
翼
・
小
売
の
区
別
を
記
し
た
も
の
で
為
っ
て
、
業
種
別
の
版
態
は
凶
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
る
に
明
治
十
去
年
に
な
る
と
業
種
別
調

査
も
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
が
第
三
統
計
年
鑑
に
載
せ
ら
れ
て
お
る
が
、

こ
れ
は
未
だ
大
阪
府
以
下
二
府
十
四
黙
の
調
査
な
欠
き
完
全
な
も

の
で
は
な
い
。

ほ
ぽ
完
全
な
統
計
が
整
理
さ
れ
た
の
は
翌
十
六
年
で
、

そ
の
結
果
は
第
四
統
計
年
鑑
に
、

ま
た
第
五
統
計
年
鑑
に
は
十
八

年
の
扶
態
が
記
さ
れ
て
お
る
が
、

そ
の
後
は
こ
の
種
の
統
計
調
査
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
統
計
調
査
は
従
来
殆
ん
ど
利
用
さ
れ
て
お

ら
ぬ
の
で
、

こ
こ
で
は
ま
ず
十
六
年
の
分
を
繋
期
出
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
。
第
一
表
及
び
第
二
表
の
如
く
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
明
治
十
六
年
当
時
の
商
貰
数
は
合
計
二
五
一
四
二
二
八
戸
で
、
関
年
の
総
一
戸
数
七
、
六
回
九
、

O
四
八
一
戸
の
二
割
弱
に
あ

た
る
。
そ
の
業
種
に
つ
い
て
は
こ
の
ニ
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、

な
お
参
考
の
た
め
に
一
一
一
万
戸
以
上
の
も
の
を
と
っ
て
全
商
賀
数

に
対
す
る
比
率
を
算
出
し
て
み
る
と
第
三
表
の
如
く
で
あ
る
。
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第 1 署長 明治 16均三多量穣別商頁数

干議 類 E愛 官j-

事6j三主義 子 罪責 7，397 941 105，618 113，938 

穀 キ初 10，966 25，575 67，938 104，478 の

革時 洋内泊 類 4，185 912 81，259 86，356 資商

.議 J鳥獣肉類 5，137 11，314 68，520 84，971 ザコ

乾物・青物物及び 5，506 4，599 68，269 78，374 
し、

よ長 類 て

手口 7手 長il~ f均 15，787 4，389 36，683 56，859 山

3恋 物 2，854 2，268 51，615 56，737 
ロ

事ま E及曾・欝 f肉・類酢
駿 び費量 6，805 1，397 42，052 50，254 

TI腐・苅鶏及び揚物 1，281 822 35，359 37，462 

薪ガ1:&び石 %t綴 5，667 5，603 25，583 36，853 

材木及び板類 6，606 6，537 21，872 35，015 

;fi iiiJ ・*irll ・主*品文i綴~11 
撃号付及び櫨

5，831 1，213 27，733 34，777 

i同 If?JJ 手兵 2，620 348 31，307 34，275 

主管・翠・碗・紙その
6，739 1，287 18，848 26，874 {也文房具類

利 干芋 糸 安立 6，479 11，694 6，108 24，281 

警護穣及び質事禁 1，601 533 19，460 21，594 

池履 物・提コf也雨燈具・傘類 2，790 384 17，830 21，004 

銅念手・氏物畿そ裏地目の 金 & び
2，080 330 13，809 16，219 

5R 3，760 2，441 7，368 13，569 

綿&び ift料類 1，644 1，588 8，081 11，313 

陶 f器 1，528 248 8，264 10，040 

高主、 f底 1，676 1，092 7，217 9，985 

麹類&び粉類 2，471 96 7，054 9，621 

各 穣 月巴 事手 1，442 1，955 5，473 8，870 

ld:穏及び繭 397 2，000 4，041 6，438 

衣類及び夜具類 791 55 5，473 6，319 

議及び護玉 4.348 1，101 848 6，297 
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計

約・樽・憾物&.び
幽物類

燃

5，125 

資

4，759 

i{ 

70 

ゐ

γ
'
句
-e

資

296 

卸ま買議経
済
v

日
・
研
究

4，656 3，491 481 684 7主

4，278 1，724 1，786 768 腕苧及び縦糸類
八

4，259 

3，918 

3，889 

3，692 

2，647 

3，104 

468 

682 

197 

99 

589 

588 

槌木・盆裁・立j木

Al.逃及び間滞類

舶来小 11司物
及び編出鼠傘

鰹節及び鶏卵 3，543 1，775 1，038 730 

3，472 3，123 107 242 竹・燦及び諮設Ill:工物J

3，107 

1，944 

2，822 

2，656 

2，424 

2，430 

41 

120 

23 

410 

369 

400 

~::I二その他犠械類

漆器

木兵・指物・挽物
及び水泌物類

主主及びオ二漆類 2，722 2，149 54 519 

2，731 2，510 46 175 向

日ロ努玩平重各

2，583 2，197 45 341 照合及び袋物類

2，551 1，901 245 405 石城灰及び漆喰

2，372 2，078 38 256 籍君子

2，209 1，167 50 992 具
{ 

諦<.flli 各

2，105 

2，054 

2，011 

1，767 

724 

800 

99 

403 

860 

239 

470 

808 

類

格及び桑

絵具染 1j1..及び
1'/1板印肉類

統府

-:U:・
IJ!. i怒

1，915 702 450 763 

1，639 1，257 38 344 潔i具主主

1，488 1，050 224 214 y主本及び平潟n:品

1，462 1，205 53 204 石及び土砂類

1，250 1，096 41 113 年初穏干を若手

1，084 

952 

968 

793 

9 

13 
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被 業百 在日 重苦 f中 Jl E望 言f

議 尊王 32 16 899 947 

鶴居毒及び扇子 156 25 732 913 

漬物・納豆及び偶煮 132 ， 6 670 808 

各穏飲食品 84 1 715 800 

金銀fa・金銀薬師I
144 14 638 796 及び珠玉類

漆 及 TY 波 166 128 489 783 

絡 書耳 59 37 674 770 

薬物及び香具類 138 19 582 739 

琴・三 球 線
81 16 . 610 707 

そ の他 1孝典若主立草

時磁各計石穣・寒及暖漁古r.眼 55 13 605 673 てF鋭類
具・般

75 30 563 668 &.び総具類

紡絞器械及び機具類 49 1 425 475 

磁 時i・議象臨 牙 49 15 400 464 &.び角 ヱ物

木 皮 類 116 81 227 424 

新!百i・絵双紙
49 370 419 銃印刷物及び言語民綴

鈎 5娯楽その他
63 33 217 313 為獣機具

守主 路 主主 39 4 252 295 

クoj( 及 び 零 69 1 225 285 

総絢及び各種繍類 26 28 169 223 

度愛衡及び箆;望書類 59 109 168 

雑 1，918 5，563 39，116 46，597 

総 言1- 133，200 104，433 896，558 1，134，191 

〔備考) 1) 第関統計年鍛による。

2) 山梨， jJn診，烏娘三三l訴は調査を挟〈ので色合してない。

3) 渡良コ磁以上を併記するもので，その物品類似の場合は主なもの

によって掲示した。物品類似しなν、場合は維の中に合算した。
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明治16年待珠海資敷

干'lli 罪責 機資聾主

議飲食底 107，024 

方支 人 宿 84，407 
古 幸子・具古 金 61，443 古道溺
主主 麗 36，304 

料 現 底 。 19，007

~主 E議 8，358 

i毎段差E送信 6，752 

f員 宇ヰ 袋 5，135 

康人受宿 2，201 

芝蔚及滋び船待長合苦 1，536 
茶書屋道特室長!お 763 

繭 3欝 展 693 

雑 R議 46，314 

A 日 ~t 879，937 

第2表

策関統計年嗣鑑による。

山梨，肉形溺燃は調査をと

狭くので色合してない。

維の性質は第一表と同様
である。

1) 

2) 
備考

3) 

U
F
 
5

1

9

7

6

6

2

1

8

8

3

5

4

4

3

3

3

 

1
1
a
広

広

丘

広

4
a
a
a
a
a
z
z
z
z

第 3表

事責

広

菓子

言者飲食

穀物

和洋溺類

魚鳥獣肉類

抜入宿
乾物・青物及び
築物類
古若・古金・古道具類

和洋織物

策 l均
球 n曾・欝 f由・酢
磁及び費量綴
豆腐・海務及び揚物

事存綴及び石炭類

まま 屋

材木及び板重苦
石油・*i尚・機!濁
髪付及び繍笈類
小関物類
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卸
売
・
仲
貿
・
小
買
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
と

い
う
ま
で
も
な
く
小
売
商
が
正
倒
的
に
多
く
、
全
体
と
し
て
は
八
割
弱
を
占
め
て
お

に
お
い
て
は
卸
売
或
い
は
仲
買
の
方
が
小
売
よ
り
多
数
を
占

る
。
但
し
、
和
洋
糸
類
・
藍
及
び
藍
玉
・
麻
苧
及
び
麻
糸
類
・
格
及
び

め
て
お
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
こ
れ
ら
の
諸
品
が
原
料
品
と
し
て
一
層
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

や
は
り
近
畿
・
関
東
・
西
国
な
ど
が
そ

の
比
率
一
両
く
、

次
に
地
域
別
に
総
戸
数
に
対
す
る
高
麗
戸
数
の
割
合
を
算
出
し
て
み
る
と
第
四
表
の
如
く
で
、

こ
れ
も

九
州
・
北
海
道
・
北
陸
・
山
陰
な
ど
が
比
較
的
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
東
北
は
平
均
と
間
一
の
比
率
で
あ
る
が
、

若
し
宮
城
・
揺
島
の
両
県
を
除
く
と
比
率
一
五
%
と
な
る
。
以
上
に
よ
っ
て
商
品
経
済
発
達
の
地
域
性
を
戎
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
ら
ば
こ
れ
ら
の
溜
買
は
都
市
と
農
村
で
ど
ん
な
割
合
で
存
在
し
た
も
の
で
ら
ろ
う
か
。
ま
た
、
当
時
一
村
に
ど
の
程
度
の
溺
買
が

計
年
鍛
で
は
そ
れ
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

存
殺
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
点
は
農
村
に
お
け
る
商
品
経
済
発
達
の
問
題
に
関
連
し
て
特
に
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
統

と
こ
ろ
が
、
各
府
県
の
統
計
蓄
を
み
る
と
、
各
商
買
の
数
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
中

経
済
学
研
究

}¥ 



第 4表 明、治 16左手地域別潟変数

地直 府蘇名 線、戸数 商資戸数 五分比

rg 城 99，460 23，880 24.0 

最高 島 145，102 40，124 27.0 

必払ZコJi 手 107，989 16，679 15.4 

互支 ~t 
ミ守 森 81，048 10，519 13.0 

移〈 fij 116，171 16，262 14.0 

山 形※ 114，965 19，910 17.3 

小言十 664，735 127，374 19.2 

東 Z京 299，191 53，022 17.7 

紳奈川 1ω，100 46，915 29.3 

:l:M ヨミ 173，472 39，506 22.8 

ζ子 葉 206，520 55，852 27.0 

話器 東 茨 城 166，885 62，991 37.7 

若手 馬 134，294 36，939 27.5 

守巧 71三 107，559 24，212 22.5 

ノi、計‘ 1，248，021 319，437 25.6 

吉事 間 188，616 31，593 16.7 

一 主立 175，230 23，213 13.2 

東 土俗 愛 知 308，181 53，262 17.3 

寸、 百十 672，027 108，068 16.1 

lU 梨 87，899 17，754 20.2 

政 Jil- 174，878 37，820 21.6 

ヨ東 111 主主 製f 217，285 44，038 20.3 

づ、討1. 480，062 99，612 20.7 

ま号 1~ 304，309 45，074 14.8 

努 ~Lt 141，894 19，278 13.6 

~t 陸
;0 )11 280.370 27，811 9.9 

蔽 弁 117，057 16，576 14.2 

小計 843，630 108，739 12.9 
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EI分 iヒ

29.6 

25.2 

33刷5

22.2 

13.9 

尚氏戸数

41，405 

51，274 

122，101 

71，009 

18，319 

139，703 

203，477 

364，254 

319，684 

131，960 

比i1'i隊名

滋

京

大

兵

利

Z

H
反
い
草
'
ロ

カ

よ

斗

イ

&

w

p

H
用

.Hμ

鼠ま也

経
済
糸
研
究

設主完工j¥ 
;;次

26.2 

25.3 

25.9 

14.5 

23.4 133，577 

総

愛

~HM

20.8 

15.4 

570，897 

304，108 

34，365 

82，102 

1'7，110 

言「

問

厳

山

1，159，078 

136，019 

316，路6

118，u42 

4、}己[1'

協
昨
叫
l
nν
ト

山
立
何
日

.~:与

島~IJ 

i湯山

18.9 

16.0 

11.6 

15.9 

9.1 

14.9 

10.6 

4.8 

35，304 

29，954 

17，415 

13，400 

22，637 

8，550 

9，532 

677，399 

ブL

220，636 

205，931 

109，394 

147，005' 

152，077 

80，796 

198，225 

言十

岡

本

初

比

時

分

的

お

一
一
踊
熊
佐
長
大
r
宮
市
ぬ

対i

11.7 130，802 

28.5 

6.7 

6.0 

7，348 

4，099 

341 

12.7 11，788 

1，114，064 

25，744 

61，144 

5，642 

92，530 

!ie 

館
帥
例
議

品川
q
r
b

ヨえ

ぴ
b
b

土庁
1

判
官

道#if， ヰヒ

-u 
19.5 1，512，223 

第四統計王子主主による

※EPの分は時司法 18与の分である。(第五統計年鑑)

- 95""':' 

7，756，398 線、

1) 

2) 
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明
治
十
年
代
の
商
寅
に
つ
い
て

山
口

市
街
地
に
存
在
す
る
も
の
の
数
を
も
記
し
た
も
の
が
相
当
多
い
の
で
、

こ
れ
ら
が
…
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
街
地
と
郡
部
と
の
商
演
の

大長潟為王寺和 1娘三三愛磁 ;MI岐長*#j栃山秋官脊(
山

!除
4名5 

分晶崎是主知官取根山食賀I 1露震芸玄:知ヲ弁干 山主卒払嬰野f京玉 y水iトド式c 賀形手肉城殺 'J ノ

割
合
を
或
税
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
は
第
五
表
の
如
く
で
あ
る
。
な
お
こ
の
表
で
市
街
地
と
い
う
の
は
次
の
知
く
で
あ
る
。

市

街

常
務
・
鯵
ケ
潔
・
弘
前
・
採
石
'
八
戸
・
一
一
一
戸

仙
退
・
石
胤
廿
・
鴻
谷
・
古
川

秋
岡
・
・
十
山
崎
・
大
館
・
花
粉
・
能
代
・
本
hk
・
横
手
・
滋
津

山
形
・
新
庄
・
鶴
附
内
・
米
山
伴
・
前
関

学
部
省
・
栃
木
・
足
利
舟
佐
野
e

鹿
沼

川
越
・
熊
谷

東

京
長
野
・
松
本
・
上
回
・
飯
岡

被
ヰ
・
大
垣
・
高
一
山

霞
山
・
魚
体
・
高
削
内
・
新
淡
・
氷
見

磁
井
・
坂
井
・
大
野
・
武
生
・
敦
賀
・
小
演

名
方
展
・
熱
悶

7
岡
崎
・
商
田
地
・
控
橋

桑
名
・
四
日
前
・
亀
山
・
浮
・
松
坂
・
山
閃
・
上
野
・
鳥
羽
切

大
津
・
八
峨
・
彦
根
・
長
演

和
歌
山

絞

江
鳥
取
・
米
子
・
倉
吉
・
境

高

知
長

崎

大
分
・
臼
杵
・
中
津

話究
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府
県
統
計
書
が
そ
れ
ぞ
れ
右
の

者
-H
を

ん
だ

は
一
様
で
は

な
く
、
現
住
人
口
一
万
以
上
の
都

市
を
選
ん
だ
県
も
あ
る
が
、
二
千

乃
至
三
千
程
度
の
も
の
ま
で
あ
げ

者rs た
-m" と
以こ
外ろ
のも
町あ
はる
す o

べま
て?と
ms 、
部右
のの

山
?
に
包
含
さ
れ
て
い
る
の
で
、
郡

部
は
純
粋
の
村
落
の
み
で
は
な
い

- 97ー

点
も
注
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

ぃ
。
第
五

は
こ
の
よ
う
な
欠
陥

そ
れ
で
も
市
街
地
及

び
郡
部
に
お
け
る
商
買
の
割
合
を

を
も
つ
が

一
応
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち

こ
れ
に
よ
っ
て
市
街
地
及
び
郡
部

に
お
け
る
総
戸
数
に
対
す
る
溺
翼

一
戸
数
の
比
率
の
平
均
を
求
め
て
み

る
と
前
者
で
は
一
一
一

O
劣
六
が
、
後



第 6表 村の言語賀数

溜目 ~ i-村平均戸毅 一尚村主主平要均主 百分比 主手 次

1I1lf3.~際PH卒、1・Ill 'll[( 98 9 
9 F4 明治19年

同北村山郡 120 22 18 グ

府東向)11刻i 55 7 13 グ

同 PLîìi'l J!易 i~lí 67 11 16 グ

ド吉 東置賜郡 93 16 17 グ

山架線東山梨務 299 57 19 17 

同東八代君1¥ 193 42 22 グ

阿 南医院罪者5 333 52 16 グ

ril] P月八代郡 193 27 14 I1 

問 中区隊若1¥ 231 43 18 グ

同北区'l~耳目 267 59 22 グ

問 予弱者~{読書Z 400 74 18 グ

同北者[lfR君1¥ 350 59 17 グ

鹿島i孫安霊草郡 815 79 10 " 
i司佐伯郡 279 42 15 グ

民高肉君百 240 54 22 グ

阿賀茂郡 292 55 18 " 
!潟 E室関茸11
i込 z;11治 1市

161 33 20 グ同頭JtA:王'lI[1
i可 成立正者1I

131 8 6 尚 一三重5谷君1I グ

長崎町幌、VH1針午都 581 81 14 グ

ドヨ *彼杵者11 742 64 9 " 
宮崎燃PH臼杵'1m 261 19 7 18 

〔備考〕 明治 19&f.IlHf3.蘇統計ー若干，明治17主1'-山梨，鹿島，長崎各統計書及び
明治 18 年~i?;崎将、統計悉ーによ p 作成す。

oo 
n
y
 

明
治
十
年
代
の
路
貨
に
つ
い
て
山
口



者
で
は
一
四
%
九
が

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

村
山
ゴ
り
ど
の
程
度
の

る
こ
と
が
で
き
る
。
郎
ち
、
府
県
統
計
書
の
中
に
は
郡
別
に

ザこ

存
在
し
た
か
で
あ
る
が

こ
れ
に
つ
い
て
も
特
定
の
府
県
統
計
舎
に
よ
っ
て
一
応
の
見
当
を
つ
け

ふ
く
ま
ず
、
村
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
郡
も
あ
っ
た
。

調
査
し
た
も
の
が
若
干
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
市
街
及
び
吋
を
全
然

い
ま
、
そ
う
し
た
郡
を
と
り
あ
げ
て
一
村
平
均
一
戸
数
と
一
村
平
均
寝
藷

戸
数
と
を
算
出
し
、
後
者
の
前
者
に
対
す
る
比
率
を
求
め
て
み
る
と
第
六

の
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
段
村
に
お
い
て
も
少
な
い
と
こ
ろ
で
全
戸
数
の
六
、

七
分
が
、
多
い
と
こ
ろ
で
ニ
割
余
が

で
あ
っ
た
と
み

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
極
類
に
つ
い
て
は
最
初
に
全
体
を
考
察
を
し
た
場
合
と
ほ
と
ん
ど
向
様
で
、
菓
子
毘
・
米
穀
鴎
・
飲
食
陪
・
減

思
・
乾
物
腎
物
活
・
呉
服
糸
商
・
荒
物
応
・
味
噌
・

-
泡
な
ど
の
販
売
目
・
賀
屋
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
中

以
上
に
よ
っ
て
明
治
十
年
代
の
蕗
賓
の
態
様
が
一
応
明
ら
か
と
な
っ
た
と
思
う
。
な
お
そ
の
規
模
な
ど
に
つ
い
て
も
m
明
ら
か
に
し
た
い

…99 -

に
は
半
燦
半
商
の
も
の
も
相
当
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。

が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
資
料
を
欠
き
不
明
で
あ
る
。

経
済
且
学
研
究

八
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